年間指導計画作成のてびき
□「心つないで」を活用した年間指導計画

　本書は，2008年告示の学習指導要領に示された24項目に即して資料を選定し，配列した。（2015年に新しい学習指導要領が告示となり，現在移行期間に入っているため，本CD-ROMに収める付属資料では，項目などに関する記述を改めた。2015年告示の学習指導要領に照らしても，本書はこの22項目をほぼ全て取り上げている。）

　本書は5つのまとまりで構成されるが，これは学習指導要領にある「主として自分自身に関すること」といった視点に即しており，それぞれの教材がどのような内容の獲得をめざしているかが明確である。これにより，たとえば移動教室の前に「集団生活の充実」に関する内容を取り扱いたい，職場体験学習の前に「礼儀」に関する内容を取り扱いたい，などのような「資料を選択しながら使用する」という活用をより容易とした。

　また，5つのまとまりは「単元」的な要素ももちあわせるので，およそ1か月半をかけながら「1つのテーマを追求する」という使い方も実現するものである。

　これにもとづいて考えると，本書の活用としては，大きく2つの扱い方が想定される。

Ⅰ．副読本の配列にしたがい，テーマ学習的に1年間を構成する。

Ⅱ．それぞれの資料の内容項目をふまえ，地域や学校・学級の実態，学校暦・学校行事・季節などを考慮しながら，学校・学級独自の「年間指導計画」を作成する。

　いずれの使い方も，本書の期待するところである。したがって，本CD-ROMには，「Ⅰ」の使い方にもとづいた「年間指導計画例・配列A」と，「Ⅱ」の使い方にもとづいた「年間指導計画例・配列B」を収めた。年間指導計画作成の際の参考とされたい。
　なお，どのような配列で取り扱うにしても，その資料のねらいや学習活動は大きく変わるものではない。「年間指導計画例・配列A」「年間指導計画例・配列B」にある各資料に関する記述に異同はない。配列が違うだけであることを付記する。
□道徳教育の全体計画

　道徳教育について『中学校学習指導要領』（平成29年3月，文部科学省）は，以下のように示している。

【『中学校学習指導要領』第1章総則，第1_2_(2)より】
　学校における道徳教育は，特別の教科である道徳（以下「道徳科」という。）を要として学校の教育活動全体を通じて行うものであり，道徳科はもとより，各教科，総合的な学習の時間及び特別活動のそれぞれの特質に応じて，生徒の発達の段階を考慮して，適切な指導を行うこと。
　したがって，各学校においては，まず自校における道徳教育の基本方針を打ち出し，これを具体化するために，学校として特に配慮しなければならない点や学校の全教育活動がそれぞれに分担するであろう道徳教育の役割などを総合的に示した「道徳教育の全体計画」を作成する必要がある。

　全体計画に盛られるべき内容は，地域や学校及び生徒の実態に即し，それぞれの学校において独自に選択すべきものであるが，共通して含めておくべき事項として，『中学校学習指導要領解説―総則編―』（平成29年7月，文部科学省）に示されたものをここに記す。
【『中学校学習指導要領解説―総則編―』第3章第6節，1_(2)_イより】
　全体計画は，各学校において，校長の明確な方針の下に，道徳教育推進教師が中心となって，全教師の参加と協力により創意と英知を結集して作成されるものである。作成に当たっては，上記の意義を踏まえて次の事項を含めることが望まれる。

(ア)　基本的把握事項

　計画作成に当たって把握すべき事項として，次の内容が挙げられる。

・ 教育関係法規の規定，時代や社会の要請や課題，教育行政の重点施策

・ 学校や地域の実態と課題，教職員や保護者の願い

・ 生徒の実態や発達の段階等

(イ)　具体的計画事項

　基本的把握事項を踏まえ，各学校が全体計画に示すことが望まれる事項として，次の諸点を挙げることができる。

・ 学校の教育目標，道徳教育の重点目標，各学年の重点目標

・ 道徳科の指導の方針

・ 各教科，総合的な学習の時間及び特別活動などにおける道徳教育の指導の方針，内容及び時期

・ 特色ある教育活動や豊かな体験活動における指導との関連

・ 学級，学校の人間関係，環境の整備や生活全般における指導の方針

・ 家庭，地域社会，関係機関，小学校・高等学校・特別支援学校等との連携の方針

・ 道徳教育の推進体制

・ その他

□道徳科の年間指導計画

 『中学校学習指導要領解説―特別の教科 道徳編―』（平成29年7月，文部科学省）では，「特別の教科 道徳」（以下，道徳科）の年間指導計画について次のように示している。
【『中学校学習指導要領解説―特別の教科 道徳編―』第4章第1節，2_(1)より】
　年間指導計画は，道徳科の指導が，道徳教育の全体計画に基づき，各教科等の年間指導計画との関連をもちながら，生徒の発達の段階に即して計画的，発展的に行われるように組織された全学年にわたる年間の指導計画である。具体的には，道徳科において指導しようとする内容について，学校独自の重点内容項目や生徒の実態や多様な指導方法等を考慮して，学年ごとに主題を構成し，この主題を年間にわたって適切に位置付け，配列し，学習指導過程等を示すなど授業を円滑に行うことができるように示したものである。
　各教科における年間指導計画の作成は，実情としてそれぞれの教科で使用する教科書に準拠して作成される傾向がある。ところが，道徳科においては2018年度にはまだ使用する教科書がないため，各学校がそれぞれ学校の実態に即し，各学校で育てたい生徒像に応じて独自に作成しなければならない。

　これを作成しておかなければ，指導にあたる教師があたかも羅針盤のない船を操って大海へ乗り出すような状態におかれることは必至であり，特に重視されるべきものである。

　また，「弾力的運用」という言葉が誤解されている実態があるので，ここにひとこと書き添えたい。
　学習指導要領における道徳科の内容項目は22項目（2008年告示の学習指導要領においては24項目）である。この内容はどの学年においてもすべて取り上げて指導すべきだが，年間35時間配当されている道徳の時間にこの内容を機械的にあてはめるものではない。たとえば，22項目をそれぞれ1時間ずつ配当し，残りの13時間を弾力的に使用するなどがそれである。
　全体計画や年間指導計画の弾力性とは，各年度における実践の評価，あるいは生徒の実態の変化などに応じ，そのつど適切に変更するということである。指導計画作成の段階から空いた時間を設けておくことは，無計画に等しいものであって，決して弾力化とはいえない。十分に留意されたい。
